
聴覚障害リハビリテーション治療学演習

[演習]　第１・２学年　後期　選択　2単位

《担当者名》才川悦子

【概　要】

　聴覚障害者リハビリテーション治療学特論で学習する理論的基盤を実践するための実技的学習を行う。

【学修目標】

　高度臨床専門職として必要とされる聴覚障害の評価、リハビリテーションを実践するために、実技の習得に特化した演習を行

う。

1．純音聴力検査の再現性を誤差10dB以内まで高める。

2．詐聴、認知障害等検査困難例について、適切な補助的手段を用いて正確な聴力図を作成できる。

3．成人聴覚障害者について理論に基づいた補聴を行える。

4．小児難聴に対して適切な聴覚補償と、聴覚的、発達心理的に適切なハビリテーションを行える。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 オリエンテーション 講義位置づけと進め方について説明し、2回目以降の

作業内容を調整する。

才川悦子
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聴力検査 ・成人に対する純音聴力検査の再現性向上を目的とし

て、機器の操作と被験者への適切な指示方法を機器を

用いて学習する。

・聴性誘発反応検査の実際を演習する。

・補助的な閾値確定法、補充現象の検査を演習する。

最終回には主題に対するレポートを提出しディスカッ

ションによるフィードバックをうける。

才川悦子
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補聴 ・補聴器の入出力特性を演習にて測定する。

・成人における補聴器装用について、利得、語音明瞭

度、雑音抑制の観点から評価し調整するための演習を

行う。

最終回には主題に対するレポートを提出しディスカッ

ションによるフィードバックをうける。

才川悦子
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臨床見学 病院難聴外来ならびに言語治療室における聴覚障害診

療の実際を見学し、症例の臨床的問題点とその解決策

に関するレポートを提出する。

才川悦子

15 まとめ 提出されたレポートに関するディスカッションを行

う。

才川悦子

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

レポート　50％

ディスカッション　50%

【教科書】

なし

【参考書】

日本聴覚医学会：聴覚検査の実際. 南山堂　2017

小寺一興：補聴器フィッティングの考え方. 診断と治療社. 2010

【学修の準備】

前期に行われる講義の内容をよく復習してから演習に臨むこと（120分）。

【実務経験】



医師


